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研究成果の概要（和文）：本研究は、医療・介護分野の資源配置の適正化に関する政策支援を目的とした分析手
法の開発、および提案を行うことである。保険請求履歴情報であるレセプトデータベースを始めとし、医療・介
護・健診データに被保険者情報などを組みわせることで、医療にとどまらず、所得や要介護度、居住地情報など
視点を加えたデータを整備した。このデータベース活用により、画像診断機器など医療資源へのアクセス評価や
COVID-19期間の医療サービス利用、および医療連携状態の変遷の評価など多様な分析について学会報告および英
文雑誌へ掲載した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to develop and propose analytical methods to 
support policy decisions making regarding the optimization of resource allocation for healthcare. By
 combining various data related to public healthcare insurance and administrative information. 
We have develoed database including not only covers medical care, but also household income, level 
og long-term care required, place of residence. Using this database, we have published academic 
reports and articles in English journals on a variety of analyses, including evaluating access to 
medical resources such as diagnostic imaging equipment, evaluating the volume and quality of medical
 services during the period of the COVID-19 pandemic, and evaluating changes in the state of medical
 collaboration.

研究分野：医療経済・政策学、医療情報学

キーワード： 地域医療　医療政策　レセプトデータ　医療・介護データ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人口減少に対し、制度によるマクロ的対応かつ地域医療によるミクロマネジメントが求められる将来の医療環境
において、包括的な視点からの提言や分析を可能にするデータベースは重要な基盤である。本研究は、医療・介
護に留まらず、保険資格情報から収集できる世帯収入など患者環境について分析可能にした点で貢献し得る。
分析テーマでは、新興感染症流行という外部環境の変化に対する、医療提供体制の変化に着目した分析は将来に
備えるケーススタディとして有用である。医療連携に対しネットワーク分析を適用することで医療の質を連携と
いう観点から分析可能になり得る。本研究で試行した結果は、次なる研究の基礎的検討として発展が期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
人口減少・高齢化に直面する日本では、医療・介護分野の持続可能性を考慮した「資源配置の

最適化」が重要課題である。都道府県や自治体は、地域の実情に合わせた医療・介護計画の立案
が委ねられており、医師不足や設備過剰配置を予防するためには、現状評価など根拠に基づいた
意思決定が求められる。厚生労働省はレセプトデータ活用の推進により、根拠に基づいた計画立
案を支援してきた。ここで、医療・介護連結データ解析は、個人のケアプロセスを追跡したサー
ビス提供の分析が可能である事から、地域包括ケア等に係る計画に有用である。しかし、現時点
で国が提供する医療・介護レセプトは未連結で、医療・介護を包括的に分析する研究が不足して
おり、連結データの具体的な分析手法が確立されていない。 

 

２．研究の目的 
本研究は、日本の医療政策、地域の医療・介護計画の根拠となる資料提供および分析手法の提

案を目的とし、国が保有する医療・介護レセプトおよび県保有の医療介護連結データの双方を活
用する事で資源配置最適化に資する需給評価手法の開発を行う。 

 

３．研究の方法 
 本研究は医療・介護計画立案の根拠となる資料提供および分析手法の提案を通じて、「医療・介
護ビッグデータ」を活用した「地域保健医療施策」における戦略的な意思決定の支援を目的とす
る。分析結果によるエビデンス提供だけではなく、有効な分析手法や評価指標の提案により、地
域が主体的に意思決定を実行出来るよう主眼を置いている。本研究の特色は、医療・介護連結デ
ータを活用した点である。申請者ら研究チームが、複数の県と医療・介護連結データの研究利用
に関する覚書を結び、被保険者台帳をリンケージしたデータを取得している。医療介護データ、
さらに、保険関連のマスタ情報を連結可能という強みを活かしながら、各種政策課題となり得る
研究課題を設定した。 
 
４．研究成果 
 本研究で構築したデータベースを活用した分析結果を、国内外の学会報告および英文雑誌へ
研究成果として報告した。本報告書では、英文雑誌へ掲載された分析から、COVID-19 期間中の
受診に関する内容として（１）COVID-19 政策対応前後の遠隔診療利用患者の特性分析、そし
て新たな分析手法論の提案として（２）医療連携のネットワーク構造評価の試みに関する研究を
抜粋し、概要として纏める。 
 
（１）COVID-19 政策対応前後の遠隔診療利用患者の特性分析 
 2020 年 4 月に発出した緊急事態宣言および遠隔診療の初診解禁などの規制緩和施策が、従前
の骨太の方針に記載されていた遠隔診療推進施策との関連により、どのように患者利用へ影響
したのかを評価した。ある県の医療・入院外レセプトデータを用いて、遠隔診療の利用患者を特
定し、2020 年 4 月を基準時点とした分割時系列回帰分析（ITS）により、直後の急峻な増減や中
長期トレンドに変化がみられるかを評価した。さらに、初回利用時点の診断・処方情報から患者
の傷病などの背景を特定し、疾患が利用動向に与える影響の違いを検討した内容を報告した。 
 結果として、基準時点では急激な増加が確認されたものの、長期的なトレンドには変化がない
ことから、遠隔診療は普及トレンドにあるとは言えないことが示唆された。さらに、糖尿病・消
化系疾患・脊椎関連疾患においては一時的な増加が確認できたものの、その他の疾患では同様の
結果は確認されず、疾患などの特性の違いを踏まえた普及施策が必要であることが明らかとな
った。 

 

図１：疾患ごとの被保険者数に対する遠隔診療利用患者割合の推移 

*Ishikawa（2022）より一部抜粋 

  



 

図 2：疾患別の規制緩和直後の一時的増加（左）とその後のトレンド（右）の率比  
*Ishikawa（2022）より 

 
（２）医療連携のネットワーク構造評価の試みに関する研究 

 連携による資源効率的な医療提供体制の構築は重要課題でありながら、医療提供体制を連携

の視点から分析する手法は確立されておらず、実態に基づく議論は困難である。本研究は、レセ

プトデータを用いて連携をネットワーク構造で捉えながら評価することにより、連携実態に基

づき客観的な政策議論を促進する新たな手法論の開発を目的としネットワーク分析の諸技法の

適用を試みた。 

 レセプトデータから高血圧・脳卒中・心筋梗塞などを対象に患者の連続的な受診行動を時系列

で整理した後に、隣接行列として分析可能なデータセットに成形した。受診行動の時間的な前後

関係を基にしたネットワークグラフを可視化し、ハブとなる医療機関の特定およびクラスタ分

析によるサブネットワークの特定が可能であった（図３）。このネットワークからネットワーク

評価指標を算出し、患者の紹介・逆紹介などに代表される医療連携の相互性が高まっていること

が明らかとなった。 

 

 
図３：医療連携モデルのネットワーク図（クラスタ分析によるカラーマッピング） 
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